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1. 平成28年3月期第2四半期の連結業績（平成27年4月1日～平成27年9月30日）

(2) 連結財政状態 

 

(1) 連結経営成績（累計） （％表示は、対前年同四半期増減率）

売上高 営業利益 経常利益
親会社株主に帰属する四

半期純利益
百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

28年3月期第2四半期 32,437 3.7 2,865 8.9 2,912 1.8 1,906 △0.3
27年3月期第2四半期 31,281 2.0 2,631 20.3 2,861 27.0 1,912 33.9

（注）包括利益 28年3月期第2四半期 1,390百万円 （△49.0％） 27年3月期第2四半期 2,724百万円 （31.9％）

1株当たり四半期純利益 潜在株式調整後1株当たり四半期
純利益

円 銭 円 銭

28年3月期第2四半期 38.68 ―
27年3月期第2四半期 38.80 ―

総資産 純資産 自己資本比率 1株当たり純資産
百万円 百万円 ％ 円 銭

28年3月期第2四半期 86,782 65,055 74.8 1,317.93
27年3月期 88,590 65,495 73.8 1,326.48
（参考）自己資本 28年3月期第2四半期 64,952百万円 27年3月期 65,379百万円

2. 配当の状況

（注）直近に公表されている配当予想からの修正の有無 ： 無 

年間配当金
第1四半期末 第2四半期末 第3四半期末 期末 合計

円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭

27年3月期 ― ― ― 37.00 37.00
28年3月期 ― ―
28年3月期（予想） ― 37.00 37.00

3. 平成28年 3月期の連結業績予想（平成27年 4月 1日～平成28年 3月31日） 
（％表示は、対前期増減率）

（注）直近に公表されている業績予想からの修正の有無 ： 無  

売上高 営業利益 経常利益
親会社株主に帰属する

当期純利益
1株当たり当期

純利益
百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭

通期 67,000 3.2 5,400 2.1 5,570 △6.2 3,550 10.2 72.02



(1) 当四半期連結累計期間における重要な子会社の異動（連結範囲の変更を伴う特定子会社の異動） ： 無 

(2) 四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用 ： 有 

(3) 会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示 

(4) 発行済株式数（普通株式） 

※四半期レビュー手続の実施状況に関する表示 
この四半期決算短信は、金融商品取引法に基づく四半期レビュー手続の対象外であり、この四半期決算短信の開示時点において、四半期連結財務諸表に対
する四半期レビュー手続が実施中です。 

※業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項 
本資料に記載されている業績見通し等の将来に関する記述は、当社が現在入手している情報及び合理的であると判断する一定の前提に基づいており、その達
成を当社として約束する趣旨のものではありません。また、実際の業績等は様々な要因により大きく異なる可能性があります。業績予想の前提となる条件及び
業績予想のご利用にあたっての注意事項等については、添付資料８ページ「１．当四半期決算に関する定性的情報（３）連結業績予想などの将来予測情報に関
する説明」をご覧ください。 

※ 注記事項

新規 ―社 （社名） 、 除外 ―社 （社名）

① 会計基準等の改正に伴う会計方針の変更 ： 有
② ①以外の会計方針の変更 ： 無
③ 会計上の見積りの変更 ： 無
④ 修正再表示 ： 無

① 期末発行済株式数（自己株式を含む） 28年3月期2Q 49,500,626 株 27年3月期 49,500,626 株
② 期末自己株式数 28年3月期2Q 217,095 株 27年3月期 212,716 株
③ 期中平均株式数（四半期累計） 28年3月期2Q 49,285,548 株 27年3月期2Q 49,292,868 株
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 [定性的情報・財務諸表等] 

１．当四半期決算に関する定性的情報 

(1)経営成績に関する説明 

①第２四半期連結累計期間の全社業績                          （単位：百万円、％） 

 
当第２四半期 

（平成 28年 3 月期） 

前第２四半期 

（平成 27年 3 月期） 

前年同期比 

増減額 増減率 

売上高 32,437 31,281 ＋1,156 ＋3.7

営業利益 2,865 2,631 ＋234 ＋8.9

経常利益 2,912 2,861 ＋50 ＋1.8

親会社株主に帰属する 

四半期純利益 
1,906 1,912 △6 △0.3

１株当たり四半期純利益 38.68 38.80 △0.12 円 ―

営業利益率 8.8 8.4 ＋0.4 ポイント 

 

当第２四半期連結累計期間におけるわが国経済は、企業収益や雇用、所得環境の改善が続くなど緩やかな回復

基調が継続しました。当社事業に影響を与える新設住宅着工戸数は消費税率引上げに伴う駆け込み需要の反動の

影響が薄れ、持ち直しの動きが見られました。海外では、米国経済は個人消費や設備投資が増加するなど堅調に

推移し、欧州でも緩やかに景気回復が続きましたが、アジア新興国では経済成長が鈍化するなど当社事業を取り

巻く環境は依然として不透明な状況で推移しました。 

 

このような状況の下で当社グループは、『１．成長事業の確立 ２．収益力の強化 ３．自ら考え、行動を起こ

す』を当期の経営方針として掲げ、その実現に向けて①成長分野への投入シフト②消耗品ビジネスの再構築③設

備投資・拠点再編によるコストダウン④新規技術領域の探索と深耕の４つの基本戦略を実行することで持続的な

成長を図り全社収益の向上を目指してまいりました。 

 

オフィス機器部門は、アジア地域でホッチキスの販売が伸長したことなどにより増収となりました。インダス

トリアル機器部門では、住環境機器事業において床暖房などが減少し微減収となったものの、国内外機工品事業

でコンクリート構造物向け工具の販売が増加したことにより、増収となりました。ＨＣＲ機器部門では、大手レ

ンタルルート向けに車いす販売が増加し、増収となりました。 

 

  この結果、売上高は 324 億３千７百万円(前年同期比 3.7％の増収)、営業利益は 28 億６千５百万円(同 8.9％の

増益)となりました。経常利益は、29 億１千２百万円(同 1.8％の増益)、親会社株主に帰属する四半期純利益は

19 億６百万円(同 0.3％の減益)となりました。 
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②第２四半期連結累計期間の部門別業績   

『オフィス機器部門』                              （単位：百万円、％） 

 当第２四半期 

（平成 28年 3 月期） 

前第２四半期 

（平成 27年 3 月期） 

前年同期比 

増減額 増減率 

売上高 11,244 10,593 ＋651 ＋6.2 

営業利益 2,430 2,032 ＋398 ＋19.6 

営業利益率 21.6 19.2 ＋2.4 ポイント 

 

オフィス機器部門の当第２四半期は、売上高112億４千４百万円（前年同期比6.2％の増収）、営業利益は24億３

千万円（同19.6％の増益）、営業利益率は21.6％となりました。 

 

「国内オフィス事業」では、ホッチキスなど文具関連の販売が減少しましたが、工場や土木建築業者向けに表

示作成機「Ｂｅｐｏｐ（ビーポップ）」の販売が増加したことにより、前年同水準の売上高となりました。 

 

「海外オフィス事業」は、ホッチキスの販売が主力の南アジア地域で伸長したほか、英国子会社のライトハウ

ス社の「ビーポップ」販売が欧州で増加したことから、増収となりました。 

 

「オートステープラ事業」は、欧米経済が緩やかな成長となったことにより、複写機市場が堅調に推移した結

果、増収となりました。 
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『インダストリアル機器部門』                       （単位：百万円、％） 

 当第２四半期 

（平成 28年 3 月期） 

前第２四半期 

（平成 27年 3 月期） 

前年同期比 

増減額 増減率 

売上高 19,456 18,975 +480 ＋2.5 

営業利益 620 650 △30 △4.7 

営業利益率 3.2 3.4 △0.2 ポイント 

 

インダストリアル機器部門の当第２四半期は、売上高194億５千６百万円（前年同期比2.5％の増収）、営業利益

は６億２千万円、営業利益率は3.2％となりました。 

 

「国内機工品事業」は、釘打機など木造建築用工具の販売が減少したものの、内装、設備市場で顧客への提案

を進めたコンクリート構造物向け工具の販売が増加したことにより、事業全体で微増収となりました。 

 

「海外機工品事業」は、米国住宅市場が伸長した結果、コンクリート構造物向け工具・木造建築用工具がとも

に増加したことにより、事業全体で増収となりました。 

 

「住環境機器事業」は、主力の浴室暖房換気乾燥機が戸建住宅向けに増加したものの、換気システムや床暖房

の販売が減少し、微減収となりました。 
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『ＨＣＲ機器部門』                              （単位：百万円、％） 

 当第２四半期 

（平成 28年 3 月期） 

前第２四半期 

（平成 27年 3 月期） 

前年同期比 

増減額 増減率 

売上高 1,737 1,712 ＋24 ＋1.4 

営業利益 △185 △51 △133 ― 

営業利益率 △10.7 △3.0 △7.7 ポイント 

 

ＨＣＲ機器部門の当第２四半期は、売上高17億３千７百万円（前年同期比1.4％の増収）、営業利益は△１億８

千５百万円となりました。 

 

大手レンタルルート向けに新製品の提案活動を進めた結果、車いすの販売が増加し、増収となりました。 

しかし、為替レートが円安となったことにより製造コストが上昇し、営業損失が拡大しました。 
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(2)財政状態に関する説明 

連結貸借対照表 要約                             （単位：百万円、％） 

 
当第２四半期連結会計期間

(平成27年9月30日) 

前連結会計年度 

(平成27年３月31日) 

前連結会計年度末期比 

増減額 増減率 

総資産 86,782 88,590 △1,808 △2.0

純資産 65,055 65,495 △440 △0.7

自己資本比率 74.8 73.8 ＋1.0ポイント 

 

資産の部は、前連結会計年度末に比べ、18 億８百万円減少し、867 億８千２百万円となりました。流動資

産については、受取手形及び売掛金が５億５千８百万円、有価証券が８億円減少したことなどにより、18

億３千１百万円減少しました。固定資産については、有形固定資産が１億１千１百万円増加しましたが、無

形固定資産が８千８百万円減少したことなどにより２千３百万円の増加となりました。 

 

負債の部は、前連結会計年度末に比べ、13 億６千７百万円減少し、217 億２千７百万円となりました。流

動負債については、支払手形及び買掛金が１億７千１百万円、賞与引当金が６千３百万円減少したことなど

により、10 億４千９百万円減少しました。固定負債は、退職給付に係る負債が２億５千９百万円減少した

ことなどにより、３億１千７百万円減少しました。 

 

純資産の部は、前連結会計年度末に比べ４億４千万円減少し、650 億５千５百万円となりました。株主資

本は、主に親会社株主に帰属する四半期純利益が 19 億６百万円ありましたが、配当金の支払 18 億２千３百

万円などがあったため、７千７百万円の増加となりました。 

 

キャッシュ・フローの状況の分析 

当第２四半期連結累計期間における現金及び現金同等物(以下、「資金」という｡)の残高は、前連結会計年

度末に比べ５億５千１百万円減少したことにより、147 億９千２百万円となりました。 

当第２四半期連結累計期間における各キャッシュ・フローの状況とそれらの要因は次のとおりであります。 

 

（営業活動によるキャッシュ・フロー） 

当第２四半期連結累計期間における営業活動による資金の増加は、21 億４千９百万円となりました。主な

増加は税金等調整前四半期純利益が 29 億５百万円、減価償却費が９億１千７百万円、売上債権の増減額が

４億７千７百万円、一方で主な減少は、未払消費税等の増減額が２億６千７百万円、法人税等の支払額が

10 億３千２百万円です。 

 

（投資活動によるキャッシュ・フロー） 

当第２四半期連結累計期間における投資活動による資金の減少は、６億４千２百万円となりました。主な

増加は、有価証券及び投資有価証券の売却及び償還による収入が 19 億９千９百万円、一方で主な減少は、

有価証券及び投資有価証券の取得による支出が 16 億２千６百万円、有形固定資産の取得による支出が 10

億５千７百万円です。 

 

（財務活動によるキャッシュ・フロー） 

当第２四半期連結累計期間における財務活動による資金の減少は、19 億４千６百万円となりました。主な

減少は、配当金の支払額が 18 億２千１百万円です。 
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 (3)連結業績予想などの将来予測情報に関する説明 

国内や米国、欧州経済は緩やかな景気回復が続く見通しとなっていますが、アジア新興国や中国は経済成長が

減速する懸念があり、当社を取り巻く環境は依然として不透明な状況にあります。 

このような状況下で、「成長事業の確立」と「収益力の強化」を達成するため、営業・生産・開発が連携して事

業運営課題を進めることで収益の拡大に取り組んでおり、現時点において事業収益は堅調に推移しております。 

このような状況を鑑み、平成 27 年４月 28 日に公表した平成 28 年３月期連結業績予想について変更はありませ

ん。 

 

配当の状況 

当社の配当政策は、連結決算を基準に｢配当性向 40％を下限とし、純資産配当率 2.5％を目指す｣を基本方針と

しています。 

当期は、先行き不透明な経済環境や為替動向などが当社業績に対し影響を及ぼす可能性がありますが、事業収

益は堅調に推移しており、財務状況などを総合的に勘案して、前期と同様の「１株当たり年間配当金 37 円」とす

る予定です。 
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２．サマリー情報(注記事項)に関する事項 

(1)当四半期連結累計期間における重要な子会社の異動 

該当事項はありません。 

 

(2)四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用 

（税金費用の計算） 

税金費用については、当第２四半期連結会計期間を含む連結会計年度の税引前当期純利益に対する税効果会

計適用後の実効税率を合理的に見積り、税引前四半期純利益に当該見積実効税率を乗じて計算しております。 

 

(3)会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示 

（会計方針の変更） 

「企業結合に関する会計基準」（企業会計基準第 21号 平成 25 年９月 13 日）、「連結財務諸表に関する会計

基準」（企業会計基準第 22 号 平成 25 年９月 13 日）及び「事業分離等に関する会計基準」（企業会計基準第７

号 平成 25 年９月 13 日）等を、第１四半期連結会計期間から適用し、四半期純利益等の表示の変更及び少数

株主持分から非支配株主持分への表示の変更を行っております。当該表示の変更を反映させるため、前第２四

半期連結累計期間及び前連結会計年度については、四半期連結財務諸表及び連結財務諸表の組替えを行ってお

ります。 
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３．四半期連結財務諸表

（１）四半期連結貸借対照表

(単位：百万円)

前連結会計年度
(平成27年３月31日)

当第２四半期連結会計期間
(平成27年９月30日)

資産の部

流動資産

現金及び預金 15,343 14,792

受取手形及び売掛金 14,024 13,465

有価証券 4,009 3,209

商品及び製品 5,336 5,194

仕掛品 983 1,051

原材料 1,644 1,648

その他 2,039 2,199

貸倒引当金 △27 △37

流動資産合計 43,354 41,523

固定資産

有形固定資産 17,714 17,825

無形固定資産 955 866

投資その他の資産

投資有価証券 22,473 22,447

その他 4,102 4,128

貸倒引当金 △9 △9

投資その他の資産合計 26,566 26,567

固定資産合計 45,236 45,259

資産合計 88,590 86,782

負債の部

流動負債

支払手形及び買掛金 3,912 3,741

短期借入金 1,850 1,850

未払法人税等 1,212 1,165

賞与引当金 1,407 1,344

役員賞与引当金 43 20

その他 4,212 3,466

流動負債合計 12,638 11,588

固定負債

長期借入金 150 150

役員退職慰労引当金 154 －

製品保証引当金 65 48

退職給付に係る負債 9,078 8,819

資産除去債務 27 27

負ののれん 30 26

その他 950 1,066

固定負債合計 10,456 10,138

負債合計 23,094 21,727
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(単位：百万円)

前連結会計年度
(平成27年３月31日)

当第２四半期連結会計期間
(平成27年９月30日)

純資産の部

株主資本

資本金 12,367 12,367

資本剰余金 10,517 10,518

利益剰余金 42,798 42,881

自己株式 △250 △256

株主資本合計 65,434 65,511

その他の包括利益累計額

その他有価証券評価差額金 1,578 1,197

土地再評価差額金 △1,213 △1,213

為替換算調整勘定 1,057 723

退職給付に係る調整累計額 △1,477 △1,265

その他の包括利益累計額合計 △54 △558

非支配株主持分 116 102

純資産合計 65,495 65,055

負債純資産合計 88,590 86,782
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（２）四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書

四半期連結損益計算書

第２四半期連結累計期間

(単位：百万円)
前第２四半期連結累計期間
(自 平成26年４月１日
　至 平成26年９月30日)

当第２四半期連結累計期間
(自 平成27年４月１日
　至 平成27年９月30日)

売上高 31,281 32,437

売上原価 19,205 20,162

売上総利益 12,075 12,275

販売費及び一般管理費

給料 2,860 2,859

賞与引当金繰入額 843 818

役員賞与引当金繰入額 20 19

退職給付費用 500 517

役員退職慰労引当金繰入額 36 9

荷造及び発送費 926 943

販売促進費 621 489

減価償却費 323 326

その他 3,311 3,425

販売費及び一般管理費合計 9,444 9,409

営業利益 2,631 2,865

営業外収益

受取利息 50 48

受取配当金 57 66

負ののれん償却額 3 3

為替差益 125 －

その他 58 47

営業外収益合計 295 165

営業外費用

支払利息 20 20

租税公課 14 3

為替差損 － 73

その他 30 22

営業外費用合計 65 119

経常利益 2,861 2,912

特別利益

投資有価証券売却益 － 46

特別利益合計 － 46

特別損失

固定資産売却損 0 0

固定資産廃棄損 46 3

製品品質保証対応費用 － 49

関係会社清算損 27 －

特別損失合計 74 53

税金等調整前四半期純利益 2,787 2,905

法人税等 876 990

四半期純利益 1,911 1,915

非支配株主に帰属する四半期純利益又は非支
配株主に帰属する四半期純損失（△）

△1 8

親会社株主に帰属する四半期純利益 1,912 1,906
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四半期連結包括利益計算書

第２四半期連結累計期間

(単位：百万円)
前第２四半期連結累計期間
(自 平成26年４月１日
　至 平成26年９月30日)

当第２四半期連結累計期間
(自 平成27年４月１日
　至 平成27年９月30日)

四半期純利益 1,911 1,915

その他の包括利益

その他有価証券評価差額金 307 △381

為替換算調整勘定 323 △355

退職給付に係る調整額 182 211

その他の包括利益合計 813 △524

四半期包括利益 2,724 1,390

（内訳）

親会社株主に係る四半期包括利益 2,719 1,402

非支配株主に係る四半期包括利益 4 △12
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（３）四半期連結キャッシュ・フロー計算書

(単位：百万円)
前第２四半期連結累計期間
(自 平成26年４月１日
　至 平成26年９月30日)

当第２四半期連結累計期間
(自 平成27年４月１日
　至 平成27年９月30日)

営業活動によるキャッシュ・フロー

税金等調整前四半期純利益 2,787 2,905

減価償却費 875 917

のれん償却額 80 86

負ののれん償却額 △3 △3

貸倒引当金の増減額（△は減少） △2 10

賞与引当金の増減額（△は減少） △116 △63

役員賞与引当金の増減額（△は減少） △21 △22

役員退職慰労引当金の増減額（△は減少） 11 △154

退職給付に係る負債の増減額（△は減少） 77 52

受取利息及び受取配当金 △108 △115

支払利息 20 20

為替差損益（△は益） △25 5

固定資産廃棄損 46 3

固定資産売却損益（△は益） 0 0

投資有価証券売却損益（△は益） － △46

製品品質保証対応費用 － 49

売上債権の増減額（△は増加） 1,494 477

たな卸資産の増減額（△は増加） △344 21

仕入債務の増減額（△は減少） △450 △118

未払消費税等の増減額（△は減少） 115 △267

その他の資産の増減額（△は増加） △110 △182

その他の負債の増減額（△は減少） △211 △541

小計 4,116 3,036

利息及び配当金の受取額 162 165

利息の支払額 △20 △20

法人税等の支払額 △858 △1,032

営業活動によるキャッシュ・フロー 3,400 2,149

投資活動によるキャッシュ・フロー

有価証券及び投資有価証券の取得による支
出

△3,365 △1,626

有価証券及び投資有価証券の売却及び償還
による収入

2,400 1,999

有形固定資産の取得による支出 △647 △1,057

有形固定資産の売却による収入 239 －

無形固定資産の取得による支出 △43 △19

子会社株式の取得による支出 △3 －

貸付けによる支出 △9 △1

貸付金の回収による収入 55 63

投資活動によるキャッシュ・フロー △1,374 △642
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(単位：百万円)
前第２四半期連結累計期間
(自 平成26年４月１日
　至 平成26年９月30日)

当第２四半期連結累計期間
(自 平成27年４月１日
　至 平成27年９月30日)

財務活動によるキャッシュ・フロー

借入金の返済による支出 △2 －

自己株式の取得による支出 △4 △6

自己株式の売却による収入 － 0

配当金の支払額 △1,772 △1,821

非支配株主への配当金の支払額 △0 △1

リース債務の返済による支出 △109 △118

財務活動によるキャッシュ・フロー △1,890 △1,946

現金及び現金同等物に係る換算差額 174 △110

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） 310 △551

現金及び現金同等物の期首残高 11,025 15,343

連結の範囲の変更に伴う現金及び現金同等物
の増減額（△は減少）

531 －

現金及び現金同等物の四半期末残高 11,867 14,792
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(4)四半期連結財務諸表に関する注記事項 

（継続企業の前提に関する注記） 

該当事項はありません。 

 

（株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記） 

該当事項はありません。 

 

（セグメント情報等） 

前第２四半期連結累計期間(自 平成 26 年４月１日  至 平成 26 年９月 30 日) 

①報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報 

      (単位：百万円)

  
報告セグメント 

合計 
オフィス機器 インダストリアル

機器 ＨＣＲ機器 

売上高       

外部顧客への売上高 10,593 18,975 1,712 31,281

 セグメント間の内部売上高 
又は振替高 

― ― ― ―

計 10,593 18,975 1,712 31,281

セグメント利益又は損失(△) 2,032 650 △51 2,631

 

②報告セグメントの利益又は損失の金額の合計額と四半期連結損益計算書計上額との差額及び当該差額の 

主な内容(差異調整に関する事項) 

該当事項はありません。 
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当第２四半期連結累計期間(自 平成 27 年４月１日  至 平成 27 年９月 30 日) 

①報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報 

      (単位：百万円)

  
報告セグメント 

合計 
オフィス機器 

インダストリアル
機器 ＨＣＲ機器 

売上高       

外部顧客への売上高 11,244 19,456 1,737 32,437

 セグメント間の内部売上高 
又は振替高 ― ― ― ―

計 11,244 19,456 1,737 32,437

セグメント利益又は損失(△) 2,430 620 △185 2,865

 

②報告セグメントの利益又は損失の金額の合計額と四半期連結損益計算書計上額との差額及び当該差額の 

主な内容(差異調整に関する事項) 

該当事項はありません。 
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